
分譲マンション管理組合向けアンケート集計【概要版】

調査照会

集計

回収率

H27:9（マンション通信 51 号） －－－照会数： 824 管理組合

H28.2 …有効回答数： 64 管理組合

7.8% ・・・（64/824)

このたびは、 13 項目仏～M) ｷ 50 設聞に及ぶアンケートに対して、御協力を戴き誠にあり

がとうございました。このたび、一旦の集計が整いましたので、照会させていただきまし

た皆様へ結果の概要版を御案内いたします。

なお、実際に回答をいただいた 64 管理組合におかれましては、重ねて御礼を申し上げま

すとともに、別途、詳細版をお送りいたしますのでよろしくお願いいたします。
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以下、統計処理を行うに当たり、上図の回収状況を踏まえ、竣工時期及び戸数規模に応

じたグループ。を組みました。

孟＼ごそ 2~ 25 ~ 50 ~ 75 ~ 100~ 200 ~ 
計

24 戸 49 戸 74 戸 99 戸 199 戸 500 戸

2010～2015 年 2 3 1 1 。 1 8 

2000～2009 年 。 4 4 2 2 。 12 

1990～ 1999 年 3 9 3 2 1 1 19 

1980～ 1989 年 1 3 1 1 3 4 13 

1970～ 1979 年 1 2 3 1 3 2 12 

計 7 21 12 7 9 8 64 
" 

※当概要版では、総件数（64 管理組合）に係る集計結果を報告します。

（築年次および、戸数規模グ、ルーフ。による分析は詳細版で行います。 ）
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項目B 医事現開密室翠間関冒冒置週 より

装備や給水方式などについてお尋ねしました。
項目C～F

管理組合全般についてお尋ねしました口

管理組合、管理規約、管理費・修繕免官盟主討己示ぞ｜ より

共用の設備装備状況（Q2）・総数
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光回線
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防犯カメラ

センサー付ライト

防災備蓄倉庫

防火水槽

雨水貯留施設

ろ水器・造水器

自家発電装置

防災無線・トランシーパー

太陽熱温水器 10

太陽光発電機 I 1 

遮熱・高反射性塗装 10

全照明の L E D化

シェア自動車

民間警備会社警備導入

58 
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36 

住戸の設備装備状況（Q3）・総数
総会の開催月（Q7①）・総数
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二重サッシ又はベアガラス窓 役員の任期（QB①）・総数

I Hコンロ 無回答， 6

LA Nケープ、ノレ接続口

1年， 28

その他

機械式立体駐車場に係る国交省ガイ
ドラインの周知状況（Q4②）・総数

0 2 4 6 8 10 

戸別にお知らせした

分譲会社
13 

6 

管理規約の作成元（Q13）・総数
掲示にてお知らせした

お知らせしていない

給水方式（Q5）・総数

22 

総会の開催は 5,6 月に集中しています。

照明の LED 化が進んでいます。
共用装備にシェア自動車がありました。

また AED も一部で設置がされているようです。
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管理規約等における規定の対応状
況（Q14）・総数

ベットの飼育

住戸での事業

住戸の賃貸への転用

住戸のリフォーム

専用使用部分の利用

敷地内での営業活動

バイクの駐輪

個人情報の管理

管理費滞納への対応

住民間の交流活動

防犯カメラの運用

暴力団排除

。 20 40 60 

48 

22 

39 

39 
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30 

管理費節約への取り組み状況
(Q17）・総数
0 10 20 30 40 

電力契約方法の変更

共用部分の照明のLED化

スマートマンション化

28 

32 

10 

管理業務委託における管理方法の決
定者（Q22）・総数

すべて委
託先， 20

すべて管

理組合， 27

一部を管

理組合， 13
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｜計画修繕、マンション再生（改修・建替え・売却）について｜項目G、 H

建物の維持及び再生についてお尋ねしました。

より 間関・環霞.. 霊童冨軍国冒ill司項目l、 J

コミュニティや防災についてお尋ねしました。

より

自治会設置状況（Q35）・総数長期修繕計画作成状況（Q27）・総数

作成しな 無回答， 2
大規模修繕実施工種（Q24）・総数
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居住者及び配慮を要する方の把握状況（Q38）・総数

外装塗装 鉄部塗替 屋上防水 給水管 排水管 省エネ化 パリフリ し－歪：りf単一一
設定件数 37 34 33 20 18 

1 ～3 年

4～6 年 14 4 

7～9 年 3 

10～ 12 年 28 12 21 2 2 

13～ 15 年 8 5 ア 2 

16～ 18 年 2 

19～21 年 2 3 

22～24 年

25～27 年 3 3 

28～30 年 4 2 

31 ～ 33 年

34～36 年 3 5 

37～39 年
40～42 年

大規模修繕工事／工事間隔設定状況（Q29)

名簿有：居住者一部把

握， 13

自治会は地域既存のものに加入するケース

名簿有： 全居住者を把

握， 25

支援を要する方への取り組み状況
(Q39）・総数

0 10 20 30 40 50 
が多くなっています。

！該当者登録・情報共有
防災マニュアルの整備率は高くありません。 i

居住者名簿は多くのマンションで備えられ

ている模様です。

大規模修繕実施上の問題（Q31）・総数

0 5 10 15 20 25 

区分所有者の必要性認識不足

不在が多く関心が薄い

区分所有者の合意が困難

ま と め役がいない

役員が多忙で内容検討不十分

役員に知識・経験が少ない

修繕積立金が不足

臨時徴収・借入の合意が困難

修繕工事業者の選定が難しい

相談する専門家がいない

長期修繕計画が未作成

その他

マンション再生／更新の検討状

況（Q32）・総数
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震露軍岡田冒到聞置珊冒置 より

各種トラブルについてお尋ねしました。（ベージ構成の都合上、一部資料の掲載順が逆転しています。 ）

項目K
6 

15 

14 建物設備トラブ、ノレの発生内容

(Q41）・総数3 

15 20 10 。 5 16 耐震化の状況（Q34）・総数

11 

1 1 

済

議
幻

断
知
誌

三日

7 検討な
し， 24給排水の工事サイクルはパラつきがありました。

修繕は役員のノウハウ不足が悩みになっています口 診断済・
工事実施

工事予定 0，す A 

なし， I - 4 I 7 

サポート体制を構築

10 

管理組合による見守り

管理員による見守り

バリアフリー改修

その他

特になし 4 

その他トラブルの内容（Q42）・総数
0 10 20 30 40 

管理会社

周辺状況

管理組合運営

費用負担

管理規約

その他

特にトラ ブノレはない
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生活トラブルの発生内容（Q40）・総数
｜情報収集・マンション間交流、制度要望について l

自家用車

来客自動車

自転車置場

ベット

住戸内の騒音

住戸外の騒音

悪臭

ゴミ・資源、の出し方

ポストの使用方法

バルコニーの使用方法

共用廊下・通路の使用方法

エントランス・集会所の使用方法

エレベータの使用方法

専有部分のリフォーム

住戸の事務所・事業所への転用

住戸の賃貸への転用

その他

。

項目L、 M

知見の広め方や行政への要望について伺いました。

情報入手の方法（Q44）・総数
0 10 20 

専門新聞や雑誌の購読

イ ンターネット等で情報収

集
i 

管理組合の連合体等に加入

マンション管理センターに

会員登録

専門研修やセミナーに参加 量 3

その他の方法 量 4

特に行っていない
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斗 32
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30 ハ
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マンション通信の活用状況（Q45）・総

数

13 

民
υ
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戸）， 6 

分譲マンション交流支援専門家派遣

制度の認知度（Q46）・総数

より

未活用， 12
回覧（理事
会）， 27 

話を聞きたい専門家（Q49）・総数

10 20 

建物のトラブルでは漏水や腐朽に

関するものが多いようです。

生活のトラブルで、はゴミ出しゃ騒

音に関するものが多いようです。

トラブルの解決には管理組合の役

割が大きいようです口

トラブルの解決方法（Q43）・総数

当事者間の話し合い

管理組合内の話し合い

管理会社に相談

区に相談

都に相談

マンション管理センターに相談

マンション管理業協会に相談

マンション管理士に相談

弁護士に相談

訴訟した

民事調停した

その他の方法

知らない，

38 

。

十
弁護士

建築士

マンション管理士

公認会計士

税理士

司法書士

設計士

設備管理士

管理会社

学識者

理事経験者

その他

。 60 

派遣を受けたい専門家（Q47）・総数
0 5 10 15 

(Q50）より ※主な項目を抜粋して編集

－今後の建物の維持に不安がある。 ・年々、理事への責任感が希薄になりがち0
・管理組合を自治会に準ずるものにしてほしし＇a ・長期修繕について事例を知りたい。
・標準管理規約の改正について知りたし、0 ・区役所に電話相談窓口を設けてほしい。

情報収集はインターネットを用いることが多いようです。マンション通信も一定の利用

がされているよラです。

専門家派遣は修繕や防災に関するものに興味が集中しました。 一方、区の派遣制度はあ

まり認知されていませんでした。
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E彊冨岡言宮署吾霊園
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